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〖当院における看護師特定行為研修の基本理念〗
少子高齢社会において、看護師の専門性やリーダーシップは、医療が提供される多くの場面で必要とされています。その求められる役割を果たすための人材育成が本研修の目的です。地域住民のニーズに応えることができ、医療の質向上に貢献できる看護師の育成を目指しています。



1． 当院で学ぶことのできる特定行為区分
特定行為とは、診療の補助であって、看護師が医師の作成した手順書により行う場合には、実践的な理解力、思考力及び判断力並びに高度かつ専門的な知識及び技能が特に必要とされるものとして定められた38行為のことをいいます。
当院では区分別科目（循環動態に係る薬剤投与関連）で、以下の五つの行為について研修を行います。
・持続点滴中のカテコラミンの投与量の調整
・持続点滴中のナトリウム、カリウム又はクロールの投与量の調整
・持続点滴中の降圧剤の投与量の調整
・持続点滴中の糖質輸液又は電解質輸液の投与量の調整
・持続点滴中の利尿剤の投与量の調整



2． 到達目標
【共通科目】
・多様な臨床場面において重要な病態の変化や疾患を包括的にいち早くアセスメントする基本的な能力を身につける
・多様な臨床場面において必要な治療を理解し、ケアを導くための基本的な能力を身につける
・多様な臨床場面において患者の安全に配慮しつつ、必要な特定行為を安全に実践する能力を身につける
・問題解決に向けて多職種と効果的に協働する能力を身につける
・自らの看護実践を見直しつつ標準化する能力を身につける
【区分別科目】
・多様な臨床場面において、持続点滴中のカテコラミン、ナトリウム、カリウム又はクロール、降圧剤、糖質輸液又は電解質輸液、利尿剤の投与量の調整を行うための知識、技術及び態度の基礎を身につける
・多様な臨床場面において、医師の手順書による指示を受け、実施の可否の判断、実施及び報告の一連の流れを適切に行うための基礎的な実践能力を身につける



3． 特色
特定行為研修では、実践的な理解力、思考および判断力並びに高度かつ専門的な知識及び技術の向上を図る必要があります。そこで当院では、病棟だけではなくHCU、ER、手術室など幅広く研修の場を提供できるようにしています
学修方法として、eラーニングによる自己学習に加え、学習日（時間）を設けています。学習の振り返りやリフレクション、講師への質問、受講者間の意見交換の場として活用できます。指導者（事務局）との面談もあり、進捗状況の把握や学びの環境の整備に役立てます

4． 研修方法・研修スケジュール
2021年10月1日～2022年9月30日　（1年間）

≪共通科目≫250時間（講義・演習・実習・試験）　講義はeラーニング（自己学習）
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≪区分別科目≫30時間（講義・演習・試験）　講義はeラーニング（自己学習）
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【研修スケジュール】
≪共通科目≫
· 1科目に1～8日の演習および実習があり集合研修となります。概ね、月曜日または木曜日の午後に組み込まれます（指導者の都合により変更されることがあります）
· 集合研修まで前提・関連科目をeラーニングで修了させておく必要があります
· 学習日（時間）が設けられます

≪区分別科目≫
· 1科目に1～2日の振り返りおよび演習があり集合研修となります。概ね、月曜日または木曜日の午後に組み込まれます（指導者の都合により変更されることがあります）
· 集合研修の前後に、自己学習の時間を設けています
· 実習は、区分別5行為についての症例実習を行います。実習日を設けるのではなく、勤務時間内に実施します

【学修方法】
· 集合研修は1～4時間です。当院の受講生は職場長が勤務時間や業務内容を調整してくれます。希望を提出してください。他施設からの受講者につきましては事務局から所属施設に同様の依頼をさせて頂きます
· 集合研修日には質疑に十分な時間をとり、受講者が理解できるまで指導します。補修が組まれる場合があります
· 集合研修以外の学修は、余暇時間の自分の都合に合わせ計画的にeラーニングを用いて個別に学修を進めてください
· 科目に応じて学習日（時間）を設けます。学修の場として、受講者同士や事務局との意見交換の場としても活用していただけます
· 講義確認テストの成績などから進捗状況を確認し、理解度をもとに添削指導が受けられます。必要時、個別指導、補修授業も考慮します
· 演習は講義で学んだ内容を基礎として、指導者のもとで議論や発表を行う形式の授業です。症例検討やペーパーシミュレーションによる学修です
· 共通科目の実習は、講義や演習で学んだ内容を、模擬患者や受講生同士のロールプレイなど実技を中心に学修します
· 区分別科目の実習では、指導者と共に同意を得た患者への行為の見学から始めます。指導者の監督下で始め、自律して実施できるように区分別5行為に各5～10例程度の症例で実習します
· 受講者の理解度や進捗状況に応じ指導者が課題を課す場合があります
· 研修方法や内容について相談やご意見を受ける窓口があります
≪医療事故対策≫
・安心して研修を受けられるように、医療事故時（業務上の行為により発生したすべての有害事象）の対応は新潟県厚生連のガイドラインに沿って、研修責任者が研修時の対応について策定しています


【評価方法】
· 各科目の筆記試験は研修室に集合し、指導者の監督のもと紙面で実施します。
· 科目ごとの筆記試験や演習の評価、実習の観察評価をもとに、研修目標に達しているか指導者が総合的に合否を判断します

【看護師特定行為研修の修了の要件】
　共通科目、区分別科目のすべてを履修後、看護師特定行為研修管理委員会の審査を経て、看護師特定行為研修の修了となります。修了式で特定行為研修修了証を交付いたします

5．定員
　4名程度

6．研修費用
　　①入講料	20,000円
　　②授業料	共通　410,000円　　区分別科目　80,000円
　　　　分割支払いについては、要相談となります
　　追研修　　3,000円　（理由の如何に関わらず）

7．募集期間
　2021年8月23日～2021年8月27日
　
8．受講資格
　次の要件を満たしていること
　・看護師免許を有する
　・免許取得後、5年以上の実務経験
　・看護職賠償責任保険に加入していること

9．出願手続き
　出願提出書類
　1）受講願書
　　2）履歴書
　　3）推薦書
　　4）看護師免許証のコピー
　　
選考方法
　　　書類選考（一次）と面接（二次）により行います
　　　定員になり次第募集を終了いたします
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